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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

弘明寺 チーム NECTA COLLECT 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① 部屋の設備はわかりましたが、使い方

を具体的に示してください。メンバー、

日常的な利用者、またイベントの来所

者などにどのように過ごしてほしいと

考えていますか。

まずはクッキーの製作体験から始めます。 

その後、ラスクやチーズケーキ、プリン、

シュークリームなどいろいろなものを作

る体験の場として整備場所を使用して参

ります。 

監督者（指導員は）当面弘明寺チーム NECTA 

COLLECT、もしくは YEBISU DINING のスタ

ッフが担当します。 

まずは横浜総合高校在校生、その後近隣に

住まう課題を抱える青少年を迎え入れま

す。お菓子の製造体験を通じてコミュニケ

ーション力や課題探求、課題解決の力を養

って、将来的な就業や自立に繋がっていく

活動を致します。 

② この場所の一押し（セールスポイント）

を教えてください。

今までに実施してきた体験活動やクッキ

ーの製造活動を通じて、すでに今回のまち

普請事業での提案は大勢の方に認知をさ

れております。 

また人と場所に問題は全くないので、「設

備」があればいつでも本格的な活動が行え

る準備が出来ているところです。 

③ 活動の収支計画を教えてください。開

設当初と活動が軌道にのった後では異

なると思いますのでその点をふまえて

ください。

まち普請事業で設置する機材を共存する

就労支援事業所に有償で貸し出すことで

当面の活動資金を確保します。 

また、その後は NPO法人を設立し、寄付や

助成金を活用しながらこの活動をサステ

ィナブルなものにしてまいります。 

植松委員 



① 課題を抱える青少年の力になりたい、

とのお気持ちはとてもありがたいもの

ですが、彼らはお菓子やスイーツの製

造体験を通じて就労や自立に向けて一

歩が踏み出せるのか、というと疑問を

感じますがどのように考えていらっし

ゃいますか？

確かにお菓子作り＝自立にはならないと

思います。ですが、皆で共同してお菓子を

作ったりすることによるコミュニティへ

の参加や実際にみんなで協力して作った

ものを食べるという行為自体は必ず彼ら

に好影響を与えるものであると考えます。 

大切なのは、課題を抱える青少年がまずそ

の場所に来ることであり、皆で協力して何

かをするということなのです。 

お菓子作りには特別のスキルは必要あり

ませんし、参加しやすさを考えたときにと

ても良いと言えるのではないかと考えま

す。 

② 町に青少年がくつろげる場所がない、

とのことですが、お菓子作りのために

コンベクションオーブン他、厨房機器

をそろえることが中心で、課題を抱え

る青少年はそこへ来てどのように地域

と関わっていこうとするのかがよく見

えないのですが、その辺りの見通しを

教えて下さい。 

自分たちで作ったものを実際に食べると

いうこと。わかりやすく言えばキャンプで

作るカレーです。楽しくワイワイと笑いな

がら同じものを作る時間は楽しいと同時

に協調性も養われるはずです。 

また就労支援施設では実際にクッキーを

製造し販売すると同時に、地域の子ども食

堂や学校等で無償提供しています。 

将来的に子供たちが開発したお菓子が地

域の子ども食堂や学校で提供される販路

がすでにあるのです。 

子供たちには人から「ありがとう」と言わ

れる人になるよう指導するつもりです。 

食と福祉と教育の融合に期待してくださ

い。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 現時点での予定で構いませんので１週

間の活動スケジュールを教えてくださ

い。

今活動に全面的に協力してくれる横浜総

合高校の企画部の生徒さんたちと相談の

うえで決めたいと思いますが、平日の夕方

週一回から始めたいと思っています 

② 居場所の運営体制を具体的に教えてく

ださい。NPOフラターとはどの様な組織

施設は当面弘明寺チーム NECTA COLLECTの

スタッフや YEBISU DININGのスタッフが管



になりそうでしょうか？ 理者となって運営します。 

他に元教師や元市職員の方がボランティ

アでの協力を申し出てくれているので協

力を仰ぎます。 

NPO は横浜総合高校卒業生や就労支援施設

ACE の卒業生、YEBISU DINING のスタッフ

を中心に設立します。 

他に元教師、税理士、社会保険労務士、弁

護士の士業の方にも加わっていただきま

す。 

法人の活動内容は課題を抱える青少年へ

の相談支援、その他職業体験や無料人材紹

介です。 

課題を抱える青少年が安心して働くこと

が出来る会社を一緒に見つけるお手伝い

をします。 

そのスタッフは主に課題を克服して職に

就いた横浜総合高校の卒業生が担当しま

す。 

横浜総合高校卒業生の離職率を少しでも

下げることを目的として運営を始めます

が、横浜総合高校だけでなく他校や近隣に

住む青少年の支援も行って参ります。 

杉崎委員 

① 営業時間外に運営する居場所は誰が運

営するのか（居場所開催時に誰がその

場所にいるのか）を教えてください。

当面は ACEの職員、もしくは YEBISU DINING

のスタッフがそれを担当します。 

他に元市役所職員の方や元教職員の方が

ボランティアでの協力を申し出てくれて

います。 

子供たちだけで場所を使用する事はあり

ません。 

② 居場所として活用するための行う具体

的な整備内容を教えてください。

お菓子作りを行うための設備一式です。 

確かにお菓子作り＝居場所というのは理

解され辛いかもしれません。 

ですが、お菓子作りは人を集めるツールに

十分なり得るのです。 

③ 運営を担う NPO法人のメンバー（理事） チーム NECTA COLLECTの代表と副代表、



の構成を教えてください。 他に横浜総合高校の元教職員、 

横浜総合高校卒業生及び在校生、 

就労支援施設 ACEの卒業生がメンバーとな

ります。 

鳥海委員 

① 学校と家以外に自分の居場所があり、

親と先生以外にも地域で見守る頼れる

大人がいることを子どもたちに知って

ほしいですね。青少年の居場所の有用

性はとても理解します。今回整備予定

の菓子製造のための什器やキッチン環

境を揃える他に、子どもの居場所作り

のために必要だと思っていること、大

切にしたいと思っていることを教えて

ください。

ご指摘の通り場所があればよいというも

のではありません。 

大切なのは信頼関係であり、その信頼を築

くことは短期間ではできません。 

私はコロナ禍の時期から横浜総合高校の

生徒さんたちと交流することで信頼関係

を構築してきました。 

また、その交流を通じて精神面を理由に課

題を抱えている生徒が多いであろうこと

にも気が付きました。 

重要なのは彼らの言うことを聞くことで

す。 

目線を合わせて話を聞くこと。 

それに尽きるのではないかと思います。 

② 従業者用手洗い設備等、菓子製造業許

可をとるために必要な条件をクリアし

ていますか？提出にあたって保健所に

相談はされていますか？

就労支援施設で実際に菓子を販売提供し

ています。 

保健所にも相談し、食品衛生責任者も登録

しておりますし、保健所からの指導や法令

を遵守しております。 

③ 新規設置のカーテンは何の目的で設置

されますか？

イベントで対抗戦を行ったり、調理に興味

を持てない参加者がいた場合に使用しま

す。 

肥後委員 

質問なし 

松村委員 

① 設備を就労支援施設に貸し出す予定と

ありますが、それは ACE のことです

か？整備された設備は誰の所有物にな

るのですか？

はい。ACEになります。 

整備された設備は弘明寺チーム NECTA 

COLLECTの所有となります。 

将来的には NPOの所有にしたいと考えてお

ります。 

② 生きづらさを抱えている青少年にとっ

て、クッキーやクッキー製作のもたら

まず食は人の心を豊かにします。 

今活動の取り組みは、「食」「福祉」「教育」



す意味や効果とはどのようなものでし

ょうか？ 
の融合です。福祉事業所で製造されたクッ

キーを子ども食堂や学校などで無料配布

している取り組みに青少年も参加し、その

経験を通じて学びに繋げていくというも

のなのです。 

分かりやすく言うと、人から「ありがとう」

と言ってもらう取り組みなのです。 

ありがとうと言ってもらうことでやりが

いが生まれ、やりがいが自身の成長とな

り、成長が新たな挑戦へつながっていきま

す。 

手前味噌ですが、本当に良い取り組みであ

ると自負をしております。 

③ 青少年支援の実践者や専門家とは、ど

のようなつながりを持っていますか？

横浜市立高校の元及び現役の教職員、 

横浜市の外郭団体である横浜ユース、 

横浜市立横浜総合高校、 

横浜市立みなと総合高校、 

NPO法人横浜開港場など、 

青少年支援の専門家であるこれらの施設

や団体と協力しながら実際に青少年支援

を行っています。 

具体的には体験活動やイベントの企画実

行です。 

他に信頼関係の下、青少年の個人的な相談

に乗ったりしています。 

弘明寺チーム NECTA COLLECT代表の私は、

経営者の団体である、 

神奈川県中小企業家同友会 

理事 飲食物販業部会長を拝命し、 

国際ロータリー横浜南ロータリークラブ

に所属しております。 

私の経営者としての人脈を生かし、上記団

体以外にも様々な関係者や団体の支援を

受け、本活動を運営して参ります。




